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（纂智藤翻）第156号

　
七
月
中
旬
に
行
な
わ
れ
た
現
地
確
認

の
結
果
、
こ
と
し
の
米
の
生
産
調
整
の

実
漬
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
面
積
に
お
い
て
県
割
当
の
一
〇
八

％
に
あ
た
る
二
一
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
産
量
に
お
い
て
一
〇
三
％
に
あ
た
る

九
四
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
減
反
面

積
の
中
に
は
、
本
年
度
か
ら
事
業
が
開

始
さ
れ
る
県
営
ほ
場
整
備
の
た
め
の
通

年
施
工
分
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
含
ま
れ

て
お
り
、
転
作
は
全
体
の
二
五
％
に
あ

た
惹
五
三
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
杉
の
植

、
　
　
聖
　
監
　
亀
垂
輩
置
；
露
寝
陰
　
『
　
量
　
量
　
2
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！
　
蚤
　
蚤
　
濫
　
監
　
－
　
島
置 の

減
反

　
　
　
町
政
コ
ー
ナ
ー

林
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
養
鯉
池
一
ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
幅
増
の

　
　
　
減
反
目
標

　
米
の
生
産
調
整
も
昨
年
は
全
く
は
じ

め
て
の
試
み
で
、
は
っ
き
り
し
た
将
来

の
見
通
し
も
な
く
、
戸
惑
い
や
混
迷
の

う
ち
に
経
過
し
た
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
比
べ
て
こ
と
し
は
、
実
施
期
間
も
昭

和
五
十
年
ま
で
の
五
年
間
と
定
め
ら
れ

た
こ
と
、
休
耕
と
転
作
に
は
っ
き
り
し

　
　
　
i
　
　
，
　
　
『
　
　
墨
　
　
皇
　
　
蚤
　
　
さ
　
　
罫

5
　
轟
　
書
　
馬
　
P
　
優
　
ひ

蒼
　
　
盛
　
　
匹
　
　
塾
　
　
昼
　
　
匹
　
　
督
　
　
卜
　
　
甚
　
　
凸
　
　
匹
　
　
臥
　
　
『
　
　
曇
　
　
i
　
　
匹
　
　
尋
　
　
署
　
　
匹
　
　
邑

　
　
　
夏
休
み

　
　
　
こ
ど
も
た
ち
の
一
日
は

　
　
　
朝
六
時
の
起
床
に
始
ま
る

　
　
　
体
操
に
は
、
ま
だ
三
十
分
の
間
が
あ

　
　
　
．
，
」
い
う
の
に

　
　
　
身
じ
た
く
も
そ
こ
そ
こ
に

　
　
　
近
所
の
広
場
へ
と
ん
で
行
く

　
　
　
　
ラ
ジ
オ
か
ら
リ
ズ
ム
が

　
　
　
　
流
れ
る

　
　
　
　
み
ん
な
で
跳
躍
を
し
て
い
る

　
　
　
　
イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン

　
　
　
　
シ
イ

　
　
　
お
や

　
　
　
特
別
参
加
の
チ
カ
ち
ゃ
ん
は

　
　
　
ま
だ
、
眠
い
よ
う
だ
な

　
　
　
テ
ル
ち
ゃ
ん
は
ど
う
か
な

量
　
　
憂
　
　
昼
　
　
｝
　
　
5
　
　

置
　
　
陰
　
　
レ
　
　
』
　
　
懸
　
　
ひ
　
　
顕
　
　
5
　
　
書
　
　
5
　
　
卜
　
　
馨
　
　
昌
　
　
置
　
　
歴

た
区
別
を
設
け
、
転
作
特
に
植
林
等
の

永
久
転
作
に
大
幅
な
優
遇
策
を
講
じ
た

こ
と
等
、
制
度
と
し
て
の
減
反
政
策
が

体
系
的
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
も

大
き
い
特
長
は
、
減
産
目
標
数
量
が
大

幅
に
増
加
し
た
こ
と
と
、
こ
れ
を
確
保

す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
歯
ど
め
措
置

と
し
て
政
府
の
買
入
れ
数
量
の
制
限
を

定
め
た
こ
と
で
あ
る
。
国
の
減
産
目
標

は
昨
年
の
百
万
ト
ン
か
ら
こ
と
し
は
二

百
三
十
万
ト
ン
と
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
伴
つ
て
町
に
割
り
当
て

ら
れ
た
目
標
数
量
も
、
面
積
で
二
・
四

倍
に
あ
た
る
一
九
九
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

数
量
で
二
・
五
倍
の
九
二
ニ
ト
ン
と
い

う
増
加
で
あ
る
。
し
か
も
、
政
府
売
渡

限
度
数
量
は
三
九
三
七
ト
ン
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
四
二
年
か
ら
四
四

　
L
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【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
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鞠

年
ま
で
の
三
年
間
に
お
け
る
売
渡
実
績

の
平
均
か
ら
、
ほ
ぼ
上
野
地
区
全
体
の

売
渡
数
量
に
匹
敵
す
る
九
ニ
ニ
ト
ン
（

一
五
、
三
六
六
俵
）
を
控
除
し
た
数
量

で
あ
る
。

　
減
反
の
後
に

　
　
　
来
る
も
の

　
減
反
と
い
う
有
史
以
来
の
事
態
に
直

面
し
て
、
こ
れ
に
対
処
す
る
農
家
の
立

場
や
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
休

耕
・
転
作
と
も
に
条
件
の
悪
い
山
間
地

の
棚
田
が
多
い
。
こ
れ
ら
荒
涼
と
し
た

休
耕
田
の
確
認
を
案
内
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
今
後
減
反
政
策
が
打
ち
切
ら
れ

た
場
合
、
こ
れ
ら
の
荒
廃
田
が
再
ぴ
作

付
け
さ
れ
る
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

否
定
的
な
答
え
が
か
え
ρ
て
き
た
。
ま

た
、
あ
る
減
反
し
な
い
農
家
の
意
見
は

こ
う
で
あ
っ
た
。
．
「
オ
ラ
は
、
若
い
と

き
か
ら
、
田
ん
ぼ
を
ふ
や
し
、
り
つ
ぱ

な
稲
を
作
る
こ
と
が
最
大
の
念
願
で
あ

っ
た
。
減
反
に
協
力
し
た
く
な
い
と
い

う
の
で
は
な
い
。
り
っ
ぱ
な
田
ん
ぽ
を

荒
ら
す
こ
と
が
忍
ぴ
な
い
の
だ
。
政
府

が
買
っ
．
て
く
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
し
て
食
管
法
が
あ
る
か
ら
ヤ
ミ

も
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
は
、
豚

に
食
わ
し
て
も
よ
い
。
美
田
を
無
残
に

荒
ら
す
こ
と
だ
け
は
ご
め
ん
だ
己
・

　
こ
と
し
の
春
、
生
産
調
整
対
策
協
議

会
の
席
上
、
各
農
家
に
対
す
る
負
担
の

公
平
と
い
う
こ
と
が
論
議
さ
れ
て
い
た

ど
き
、
一
委
員
か
ら
「
そ
れ
も
重
要
だ

が
、
町
全
体
か
ら
見
て
り
つ
ぱ
な
田
ん

ぼ
は
な
る
べ
く
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
」
　
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
尾

減
反
の
現
実
の
中
か
ら
、
将
来
の
農
業

の
あ
り
方
を
誤
り
な
く
見
通
す
こ
と
の

む
ず
か
し
さ
を
痛
感
す
る
。

囹
行
　
　
事

　
　
八
　
　
月

十
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

十
二
目
　
町
議
会
臨
時
会
、
午
前

　
九
時
開
会
予
定
で
、
中
仙
田
簡

　
易
水
道
建
設
工
事
請
負
契
約
が

中
心
議
題

二
十
日
　
農
業
委
員
会

三
十
一
日
　
東
善
寺
十
王
堂
少
年

　
大
ず
も
う
大
会
、
夜
七
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
＋
五
日
に
川
西

成
人
式

　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
体
育
舘

で
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
、
昭

和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
翌
二

十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
皆
さ
ん
．
集
合
は
午
前
九
時
半

ま
で
に
。
そ
れ
と
、
忘
れ
ず
に
上

ば
き
を
持
参
す
る
よ
う
。
ま
た
、

ご
両
親
の
参
列
は
自
由
で
す
。
記

念
講
演
は
玉
井
成
光
新
大
教
授
。

　
　
　
　
　
　
　
＋
八
日
に
千

少
年
野
球

　
　
　
　
　
　
　
手
小
学
校
と

大
会

　
　
　
　
　
　
　
川
西
中
学
校

両
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
開

き
ま
す
。
参
加
で
き
る
の
は
小
学

校
五
、
六
年
生
。
申
し
込
み
は
十

五
日
ま
で
に
公
民
舘
へ
。
午
前
九

時
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
予
定
。

警
察
官
新
潟
県
男
子
警
察
官

　
　
　
　
　
　
　
（
採
用
約
八
十
人
、

募
　
集

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
九
年
四
月
二

日
～
同
二
十
九
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
も
の
。
）
を
募
集
中
で
す
。

ま
た
、
新
潟
県
交
通
巡
視
員
（
採
用
約

十
人
、
以
下
同
じ
。
）
も
同
時
に
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
九
月
三
十

日
ま
で
、
詳
し
く
は
駐
在
所
へ
ど
う
ぞ
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町
議
会
報
告
（
第
四
回
臨
時
会
）

上
野
保
育
園
建
設
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
敷
地
は
地
元
が
寄
付
ー

　
町
立
上
野
保
育
園
の
建
設
工
事
請
負

契
約
を
審
議
す
る
第
四
回
町
議
会
臨
時

会
は
、
酷
暑
に
は
い
っ
た
先
月
二
十
八

日
に
招
集
さ
れ
、
午
前
九
時
に
開
会
、

同
十
時
六
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
、
本
会
議
の
あ
と

中
食
を
は
さ
ん
で
午
後
三
時
す
き
ま
で

全
員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
霧
谷
冬
分
も

　
　
　
　
閉
　
鎖
　
　
へ

　
臨
時
会
の
議
案
は
、
①
川
西
町
立
学

校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
②
保
育
園

敷
地
寄
付
の
受
け
入
れ
、
③
川
西
町
立

上
野
保
育
園
建
設
工
事
請
負
契
約
、
以

上
三
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
①
の
学

校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
は
、
仙
田
小

学
校
霧
谷
冬
分
の
廃
止
を
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

　
霧
谷
冬
季
分
校
に
つ
い
て
は
、
こ
と

し
三
月
ま
で
の
開
設
期
間
中
、
四
年
生

と
六
年
生
各
一
、
計
二
人
が
在
籍
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
二
人
の
う
ち
六
年
生

は
卒
業
、
現
在
五
学
年
の
児
童
は
こ
と

し
十
一
月
に
千
手
地
区
へ
転
出
が
決
ま

り
、
さ
ら
に
、
部
落
に
幼
児
も
い
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
て

今
回
の
措
置
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
小
川
建
築
工
業
所

　
の
手
で
施
行

　
保
育
園
敷
地
寄
付
受
け
入
れ
の
件
は

明
春
四
月
に
開
所
す
る
予
定
の
町
立
上

野
保
育
園
の
建
設
敷
地
を
、
地
元
中
部

地
区
振
興
会
で
寄
付
す
る
と
い
う
申
し

入
れ
に
基
づ
い
て
上
程
し
た
も
の
で
す

　
申
し
入
れ
の
あ
つ
た
敷
地
面
積
の
合

計
は
一
、
一
一
三
九
㎡
で
、
土
地
所
有
者
は

上
村
恒
松
さ
ん
、
上
村
繁
雄
さ
ん
、
清

水
料
さ
ん
、
清
水
儀
七
さ
ん
の
四
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
請
負
契
約
は
、
一
千
六
百
珠

＋
三
万
で
小
川
建
築
工
業
所
（
下
平
新

田
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
保
育
園
の
建
設
に
つ
い
て
は
こ
の

議
会
の
議
決
後
、
さ
る
二
日
に
地
鎮
祭

テ　　　　　　ラ　　　　　　ス

足洗い場 上野保育園平面図

保
　
　
育
　
　
室

　　　　ず
屋　　　内　　　遊　　　戯　　　室

事　務　　室 乳　児　室　　　　　ほ　ふ　く　窒

便所

保
　
　
育
　
　
室

玄　　　　関
保　　育　　室 倉　　　　　　庫

登
盃

藁
藍

ポ　　　ー　　　チ

便
　
　
　
　
　
　
　
所

，，，，ツPバ

　＼

一ヒ野小学校

　％
　幣
一4図園

調
理
室

用窃員室　給油室 検収室　食品庫

を
行
な
い
、
さ
っ
そ
く
工
事
に
と
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。

〃
明
る
い
家
庭
づ
く
り
〃
と

〃
家
庭
の
日
〃
の

　
　
作
品
募
集

　
県
、
県
教
委
お
よ
ぴ
青
少
年
育
成
県

民
会
議
の
三
者
主
催
で
、
次
の
要
領
に

よ
っ
て
募
集
し
ま
す
。

◇
作
文
の
部

工
　
応
募
資
格
　
　
県
内
に
住
む
小
、

　
中
学
生
、
高
校
生
お
よ
ぴ
一
般

a
　
テ
ー
マ
　
　
①
わ
が
家
の
家
庭
の

　
日
　
②
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め

　
こ

　
ご

＆
　
原
稿
枚
数
等
　
　
二
つ
の
テ
ー
マ

　
の
う
ち
一
つ
を
選
ぴ
、
四
百
字
詰
め

　
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
に
縦
書
き
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
町
村
名
・
学
校
・
学
年
・
氏
名

　
（
一
般
の
場
合
は
、
現
住
所
・
氏
名

　
・
職
業
・
年
齢
）
を
、
原
稿
の
初
め

　
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
図
画
（
美
術
）
の
部

L
　
応
募
資
格
　
　
県
内
に
住
む
小
、

中
学
生

a
　
テ
ー
マ
　
　
作
文
の
部
の
テ
ー
マ

　
に
準
じ
て
く
だ
さ
い
。

緑
豊
か
な
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
保
安
林
巡
視
員
に
茂
野
さ
ん

　
森
林
は
、
木
材
や
林
産
物
の
生
産
を

は
じ
め
、
水
源
の
養
成
、
治
山
治
水
な

ど
の
国
土
保
全
上
、
た
い
せ
つ
な
役
目

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
生
鳥
獣
保
護
や
森
林
の
保

健
休
養
的
、
あ
る
い
は
風
致
的
な
価
値

も
軽
視
で
き
ま
せ
ん

町
で
は
、
こ
の
国

土
保
全
と
緑
豊
か
な
積

郷
土
づ
く
り
を
目
標
面

に
、
保
安
林
の
巡
視

を
、
年
々
、
強
化
し
と

て
い
ま
す
。
　
　
数

特
に
、
仙
田
地
区
の

で
は
、
町
全
体
の
約
林

六
房
に
も
当
た
る
安

三
二
九
・
七
㎞
の
保

安
林
を
有
し
、
そ
の
保

ほ
と
ん
ど
が
、
な
だ

れ
防
止
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
冬
期
の
交
通
確
保
等

地
区
住
民
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

き
く
、
そ
の
役
目
は
、
た
い
そ
う
重
要

な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
と
し
か
ら

室
島
の
茂
野
正
男
さ
ん
に
仙
田
地
区
の

ユ
　
様
式
等
　
　
用
紙
は
、
B
列
3
番

　
（
三
六
・
四
㎝
×
五
一
・
五
⑭

　
の
画
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
裏
面
に
、
住
所
・
学
校
・
学
年
－

　
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
送
付
先

　
新
潟
市
学
校
町
ス
繭
丁
九
五
一
）

　
　
　
新
潟
県
民
生
部
青
少
年
対
策
室

◇
募
集
期
間

　
八
月
二
十
日
～
九
月
十
五
日

◇
表
彰
等

　
小
学
校
低
学
年
、
同
高
学
年
、
中
学

校
、
高
校
お
よ
ぴ
一
般
の
五
段
階
に
分

け
て
表
彰
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校

町
教
委
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

巡
視
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
も
し
、
近
く
の
保
安
林
に
異
状
の
発

生
し
た
際
は
、
産
業
課
ま
た
は
茂
野
さ

ん
に
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
に
保
安
林
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
、
ご
参
考
ま
で
に
、
左
の
図
の
よ
う

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
に
は
　
○
水
源
か
ん
養
保

安
林
　
○
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
　
○

土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林
　
O
な
だ
れ
防

止
保
安
林
の
四
種
が
あ
り
ま
す
。

部落名 数 面積（ha）

中　　仙　　田 13 219．02

室　　　　島 6 15．73

小　　白　倉 8 5ユ8
岩　　　　瀬 5 11ユ6
田　　　　　戸 1 031
赤　　　　　谷 7 3574
高　　　　倉 5 2722
霧　　　　　谷 1 421
大　　白　　倉 1 O．70
藤　　　　　沢 1 1ユ9
越　　ケ　　沢 4 7．62
小　　　　脇 1 1．60
野　　　　　口 5 1025
仁　　　　　田 2 8631
木　　　　落 1 0．92
上　　　　　野 4 84．84

鶴　　　　吉 1 883
中　　屋　　敷 1 440
伊　　　　友 1 0．09
水　　口　　沢 2 832
合　　　　計 70 533．64

’
㍗

㌧
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資
料
を
か
こ
ん
で
熱
心
な
打
ち
合
わ
せ

までしたさ瀕
つろくご連日、

仙田地区での慶大医事振の皆さん
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
ふ
り
返
つ
て
み
る
と
、
慶
応
大
学
医
事
振
興
会

か
ら
、
へ
き
地
診
療
班
の
皆
さ
ん
が
最
初
に
来
町

し
た
の
は
四
十
四
年
二
月
の
こ
と
。
医
療
問
題
で

悩
み
の
多
い
仙
田
地
区
に
と
っ
て
は
、
ま
っ
た
く

の
福
音
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
以
来
、
冬
期
班
や

夏
期
班
と
、
毎
年
、
仙
田
地
区
を
中
心
に
訪
問
診

療
、
児
童
の
検
診
等
々
、
お
お
わ
ら
わ
の
活
動
を

続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

身長、体重はもとより視力検査もやって
思わずむかしを思い出したような表情。

体育舘をフルに活用して診察する

　
こ
と
し
も
、
夏
期
班
の
皆
さ
ん
が
先
月
二
十
三

日
に
到
着
し
、
き
ょ
う
十
日
ま
で
、
夏
の
一
番
暑

い
さ
な
か
を
も
の
と
も
せ
ず
奮
闘
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
写
真
は
、
こ
の
医
事
振
の
巡
回
診
療
の
様
子
を

紹
介
し
た
も
の
で
、
右
下
の
も
の
を
除
い
て
、
い

ず
れ
も
仙
田
小
高
倉
分
校
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。眼科の検診で神妙な顔をする。そはの母

と子も順番を待ってまばたきもしない。

翻

鞭

　灘
灘

簸
、

仙田地区ばかりでなく、時には平場地区での乳幼児検

診にも腕をふるう。　　　　　　　　（役場で〉

難

灘
灘
欝
難

お
か
あ
さ
㌧
が
あ
や
し
た
ぐ
ら
い
で
こ
の
口
は
開
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
い
っ
そ
の
こ
と
〃
お
か
あ
さ
ん
が
見
て
も
ら
え
ば
い

い
ん
だ
〃

福
祉
年
金
証
書
の

交
付

　
　
　
　
来
月
九
目
に

　
福
祉
年
金
証
書
を
次
の
日
時
に
お
渡

し
し
ま
す
。
該
当
者
は
、
印
鑑
を
持
参

し
て
、
忘
れ
ず
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
日
　
時
　
　
九
月
六
日
午
前
九
時
か

　
　
　
　
　
ら
午
後
四
時
ま
で

場
所
　
川
西
町
役
場

　
　
　
　
　
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
仙
田
出
張
所

　
　
　
　
　
上
野
郵
便
局

　
こ
の
日
以
降
は
、
役
場
の
当
係
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
年
金
係
）

　
田
中
さ
ん
　
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
ら

　
星
名
さ
ん

　
　
　
　
香
典
返
し

　
七
月
九
目
に
な
く
な
ら
れ
た
田
中
藤

吉
さ
ん
の
ご
遺
族
田
中
忠
奎
・
さ
ん
（
下

平
）
か
ら
一
万
円
、
ま
た
、
同
十
八
日

に
な
く
な
ら
れ
た
星
名
イ
シ
さ
ん
の
ご

遺
族
星
名
仁
作
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二

万
円
、
い
ず
れ
も
、
香
典
返
し
と
し
て

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　
分
室
に
電
話

　
　
　
【
三
〇
八
番
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

　
こ
れ
ま
で
、
分
室
を
ご
利
用
い
た
だ

く
際
、
電
話
の
な
い
た
め
に
皆
さ
ん
に

何
か
と
不
自
由
を
お
か
け
し
て
き
ま
し

た
が
、
七
月
に
公
社
電
話
を
入
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
番
号
は
、
千
手
局
の
三
〇
八
番
で
す
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増水したら早めに退避！！
　　　　　　　　（発電所）ダムの放流にご注意
→

　
夏
の
さ
な
か
と
あ

つ
て
、
水
泳
や
つ
り

の
機
会
が
ど
う
し
て

も
多
く
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
こ
の
時

期
は
台
風
の
影
響
に

よ
る
大
水
な
ど
も
重

な
つ
て
、
水
の
犠
牲

者
が
多
い
季
節
で
す

国
鉄
信
濃
川
発
電

所
で
は
、
”
水
難
防
止

に
万
全
を
期
す
た
め

宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら

小
千
谷
発
電
所
ま
で

の
信
濃
川
沿
岸
に
、

警
報
サ
イ
レ
ン
を
八

か
所
、
警
告
札
を
二

十
か
所
設
置
し
て
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
サ
イ

レ
ン
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
場
合
に
吹

き
鳴
ら
し
て
、
退
避

を
警
告
し
て
い
ま
す
。

△
降
雨
な
ど
で
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら

　
放
流
す
る
と
き
。
　
，

△
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
，
調
整
池

　
の
水
を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
放
流

す
る
と
き
。

’信

濃

lll

清

津
月1

　　　　○帥ダム
　　　　ノ
　　　○安養寺

　　　’1
　　　1
　　　1
　　　ノ
　　　’○浅河原雛池

　　　x

　　幾
　　　1

　　ノ　Ol小根岸
　　　＼＼

　　轡、

　　　／

ひ・
　　　
○塩殿＼
一　登換棚整池

ダ
ム
放
流
警
報
用
サ
イ
レ
ン
の
配
置
図

△
大
水
の
と
き
。

△
流
入
量
の
急
激
な
増
加
で
、
放
流

量
を
増
す
と
き
。

ム
ダ
ム
お
よ
ぴ
そ
の
他
の
工
作
物
の

点
検
整
備
の
た
め
放
流
す
る
と
き
。

　
警
報
、
｝
分
間
ず
つ

　
三
回
鳴
ら
す

　
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
し
た
り
、
増
水
き

み
の
際
は
早
め
に
退
避
し
、
危
険
を
未

然
に
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　
サ
イ
レ
ン
は
輔
分
間
ず
つ
、
間
に
十

秒
の
休
み
を
は
さ
ん
で
三
回
吹
き
鳴
ら

し
ま
す
。

　
な
お
、
ζ
の
サ
イ
レ
ン
の
設
置
笏
所

に
つ
い
で
は
、
右
の
配
置
図
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

暑
§
亀
’

戸
籍
の
窓
か
ら
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
電
豊
も

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

相相村星
馬崎越名

早将政和
苗子貴江

紀甚昭政
義平男義

二二長長
女女男女

木沖野元

落立口町

あ
●　　●

窓お納
口忘期

な
た

〈
7
月

へれ限
納な内
めくの

の
個

三
十

て．’自 人
一く近主

だく納
さの税
い銀に

事
業
税

日
は

o行ご 第昭
・協 和
郵力 一四

＋購
日　まい

町欝

十
期六
年
分度

財　当o

　財務　務

事霧
務　所
所　の

の
納
．
期
限
で
す

魚

野
月1

｛奪，．二置場1

南水丸清
雲品山水

知知　 麻
美美学貴

宗幸義正
夫一一紀夫

二長長長
女女男女

大
久
保
一
芳

登田岡星星
坂中島名野

ノ藤チイ和
ト吉ユシ夫

小
野
塚
キ
イ

丸
山
ヨ
シ

根中赤下大上野野
　央　　　自
深町谷平倉野口口

八八七七六六六一
六二三一六五〇六

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
雛

　
　
　
、
鱒
顯

学
校
町
総

甥
瀦
顯

中
仙
田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

岡
島
　
浩
　
大
自
倉
　
　
　
O

懸σ◎

翻
丸
山
晴
久
下
原

小
林
カ
ツ
子
　
中
屋
敷
か
ら

高
橋
道
彦
赤
谷

小
野
イ
ツ
子
い
わ
き
市
か
ら

登
坂
清
吾

小
川
多
美
子

渡
邊
達
夫

古
城
リ
ッ
子

小
林
晟
高

北
原
き
よ
子

小
海
静
夫

石
澤
澄
子

熊上東岩
瀬京

か
ら

野本
か
ら

中
仙
田

小
国
町
か
ら

小
根
岸

松
代
町
か
ら

納
税
メ
モ

今
月
は

　
町
・
県
民
税

　
　
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。

　
こ
と
し
の
個
人
町
民
税
総
額
は

昌
、
〇
一
昌
万
円
と
な
り
、
昨
年
比

杢
万
円
増
・
所
得
者
別
の
内
鯉

は
次
の
と
お
り
で
す
。

給
与
所
得
者
　
昌
、
一
五
一
人

　
　
一
、
呂
誠
四
万
円
（
六
二
％
『
）

営
業
所
得
者
．
三
〇
一
人

　
　
一
一
九
八
万
円
（
一
五
％
）

農
業
所
得
者
　
繍
、
昌
七
四
人

　
　
　
九
八
万
円
（
流
％
厚
）

そ
の
他
事
業
所
得
者
　
四
一
人

　
　
　
七
誠
万
円
（
四
％
）

　
　
峯
万
塁
四
％
二

そ
の
他
の
所
得
者
　
一
二
人
　
　
　
．

ク
ー
ラ
ー
で

　
冷
た
い
水
を
サ
ー
ビ
ス

立
秋
が
過
き
た
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
下
旬
へ
と
、
ま
だ
、
た
ま
ら
な
い

暑
さ
が
続
き
ま
す
。
役
場
へ
お
い
で
の

際
は
、
購
入
し
た
て
の
ク
ー
ラ
ー
（
写

真
）
か
ら
冷
た
い
水
を
ど
う
ぞ
。

コまジ

元

か
わ
に
レ

擁
項

太
田
白
南
風
選

町
金
子
鉄
舟

北
窓
に
移
し
風
鈴
よ
く
動
く

蝿
生
る
花
藻
に
羽
根
の
す
き
通
し

　
　
　
　
小
自
倉
　
片
桐
玉
章

鍬
洗
う
小
川
も
枯
れ
て
ね
む
の
花

百
合
を
手
に
ダ
ム
の
青
さ
に
見
と
れ
立

つ
　
　
大
倉
金
子
洋
石

白
き
花
揺
れ
い
で
清
水
湧
い
て
い
る

朝
顔
を
咲
か
せ
貸
間
の
札
あ
り
ぬ

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

話
し
つ
つ
青
田
の
畦
を
夏
帽
子

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

旧
道
を
は
ぴ
こ
り
葛
の
花
咲
け
り

　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

暑
さ
増
す
終
鈴
を
待
つ
汗
を
拭
く

ソ

一




